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PART l. COMPARISON OF RISK COEFFiCIENTS FOR SITE‐ SPECIFiC

CANCER MORTALITY BASED ON THE DS86 AND T65DR SHIELDED
KERMA AND ORGAN DOSES

寿 命 調 査 第 ‖ 報

部.DS86及 び T65DRの 遮 蔽 kerma並 び に臓 器 線 量 に基 づ く部 位 別

癌 死 亡 リス ク 係 数 の 比 較
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SU卜lⅣlARY
In ⅣIarch 1986,as a rcsult of a comprchcnsivc rc‐

evaluation ofthC cxPoSurcs ofthC atolnic bomb sur‐

vivors of IIiroshirna and Nagas」 こi, a ncw mcthod

for thc CStimation of individual doses 、vas intro―

d、lccd,tOmCd thC Dodmct,Systcm 1986 oS86).
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:::∫脚1選t犠∫:贈t:器LTW
lllcr valuc ill Hiroshinla and 30% ill Nagasaki.

れ鳳 I諜激1肌c服∫LHalttluW:1,
and 5998 of thC T65DIt valuc, 01l avcragc, ln

Hiroshima and Nagasよ i,rcsp∝ tiVcly.3)As a con―

W撫 鞣 爾 盛 湯 螢 ‖麟 零 蔦

and ovcr dccrCascs to 69%and 76%of thc T651)R

valucs in H廿 oshirna and Nagasd(1,rcsPcctiVCly.
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tanccs),moStly individuals within Japancsc houscs

or tcncmcnts,on whom DS86 doscs can bc dircctly

calculatcd.

Approvcd承 認 24 Scptcmbcr 1987

要  約

広島・長崎の原爆被爆者の被曝線量について総合的

な再評価が行われた結果,1986年 3月 にl「l人 線 量推定

のための新 しい方法が導入 され, これが1986年 線量

推定方式 (l)S86)と 命名された この方式と古い方式

(「 651)it)σ D差 プ(は 次のように要約できる: 1'1)S86

空 I卜 (FIA)ガ ンマ糸泉111ま , 
′
1｀ 651)R と 1し 中交→

~る
と,

広13で は若千増加するが長崎では減少する。 こオ1に

対 して, 中性子線量は両市で減少 し, 広島では以前

の値の約10%,長 崎 では30%11度 になる.2)木 造

υ)日 本人建造物におけるガンマ線の透過係 Itは 小さく

なり, 14均 してみると, Iム 島・長崎 そオ1ぞれにIDい て

T65DR値 の約51%と 59%に なる.3)'1_11の 結 果 ,

lo mGy以 11(こ 被曝 した被爆者の平均 r)S86総 遮蔽

kerma(個 人遮蔽ガンマ線量及び中性子線量の合計)

は,広 島・長崎 それぞれにおいて,T65DR値 の69%

と76%に 減少する.

本解析は総数75,991人 を
'1象

としており, 以後 この

対象集団 を DS86サ ブコホー トと呼税け る.こ の中

には,大 半の人に線量 が付 り‐で きた遠‖i離 被爆者

(59,784人 ),並 びに,近掛1剛t被爆者19,387人 (・ 1｀ 651)R

のli離 に基づくと,広 島では爆心地から1,600m以内 ,

長崎で 2,000m以 内の被爆者)の うち, そのほとんど

が日本式家屋又は長屋内で被爆 し,DS 86線 l・tが直接

算出で きる16,207人 が含まれている.
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